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はじめに

人参養栄湯は食欲低下、疲労倦怠などの効能・効果を有

しており、高齢者に用いることも多い漢方薬である。食欲

低下、疲労倦怠が改善すれば、服用を止めることが可能と

思われるが、整形外科外来受診者の大半は高齢者で、変性

疾患に罹患しており、QOL低下によるサルコペニア、フ

レイルに対する対応も重要であり、長期の経過観察と治療

が望まれる。

今回、整形外科受診者のうち、人参養栄湯を2年以上服

用している患者にアンケート調査を行い、根気強く服用を

続けることが可能な症例とはどのような症例なのかを検

討したので報告する。

対象と方法

一日の服用回数を減らすことが、服薬コンプライアンス

を向上させる工夫の一つとして効果的であることから1）、

当院では分2製剤を採用している。クラシエ人参養栄湯エ

キス細粒（KB-108、7.5g/日・分2、以下NYT）を2年以上

服用し、アンケート調査への参加に同意が得られた症例を

対象とした。また、身体的フレイルの診断として日本版

CHS（以下、J-CHS）基準2）をNYT投与以前に確認した20例

に対しては、アンケート調査以後の外来受診時に再度確認

し、体重減少、疲労感以外の3項目に関し、NYT投与前と

比較検討した。なお、歩行速度に関しては測定ができない

ため、500mを7～8分で歩けるかどうかの質問で代用し

た。実施に際しては、額田記念病院倫理委員会において承

認を得た（承認番号020）。

結　果

アンケートに対する回答は、26例（男性：4例、女性：

22例）、平均年齢：82.1歳（54～96歳）から得られた。原

因疾患の改善度は、「良くなった」が18例（うち6例は手術

による改善）で、「悪くなった」「変わらなかった」は表1の

とおりであった。

体調や症状に関しては、全例が「良くなった」と回答し、

改善内容は表2のとおりである。

NYTによる副作用は、「あった」：3例、「なかった」：

23例であった。副作用発現3例3件の内訳は、胃部不快感

が2件、その他はかゆみが1件であり、3件とも症状は軽度

であった。

NYTに関する考え・飲んだ時の感じは表3のとおりで

あった。飲みにくさへの対処は、「口に水を含んでから飲

む」：11件、「オブラートに包んで飲む」：4件、「水以外の

水分と一緒に飲む」：2件（コーヒー牛乳：1件、牛乳：1件）、

「その他」：7件であり、その内訳は、「沸かし湯を冷まし

原因疾患
原因疾患 改善度

良くなった
（手術による改善） 悪くなった 変わらな

かった

骨粗鬆症 8例 5（0） 3

腰部脊柱管狭窄症 5例 4（1） 1

変形性膝関節症 4例 2（1） 2

変形性股関節症 3例 2（2） 1

変形性脊椎症 2例 2（0）

変形性頸椎症 1例 1（0）

頸椎後縦靭帯骨化症 1例 0（0） 1

腱板損傷 1例 1（1）

膝関節遊離体 1例 1（1）

　　　　　　合計 26例 18例（6） 2例 6例

表1　�改善度（原因疾患別）
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てそれに溶かして飲む。残ったらまたお湯に溶かして飲

む」：1件、「コップ半分の水で飲み、漢方薬が舌に残った

ら残り半分の水で飲む」：1件、「上を向いて飲まない」：1件、

「飲みづらいのに慣れた」：2件、「1日1包服用」：2件で

あった。

NYTの服薬状況に関しては、図1、2のとおりで、「出

かけると飲み忘れることあり」の回答が1例あった。長く

飲み続ける秘訣に関し、「時間を決めて飲む」：17件、「外

出時はカバンに入れておく」：1件、「朝起きてすぐ飲む場

合は枕元におく」：2件、「その他」：9件であり、その内訳は、

「飲み忘れたら後で飲む」：1件、「飲んでいると体調がい

いから忘れずに飲む」：1件、「家族の管理」：3件、「特に

なし」：3件、「1日1包なら痒みが軽いので1包服薬」：1件

であった。

漢方エキス剤の飲みやすい剤形の希望に関して調査し

たところ、「顆粒剤」：1件、「錠剤」：10件、「カプセル剤」：

11件、「その他」の8件はすべて「別に構わない」であった。

他の併用薬の有無に関しては、「服用している」：25例、

「服用していない」：1例であった。服用している薬の種類

は、「1種類」：2例、「2種類」：7例、「3種類」：7例、「4種

類」：2例、「5種類以上」：7例であった。飲み忘れの有無・

頻度は図3（次頁参照）のとおりである。自分の判断による

服用中止については、2例があると回答し、その理由とし

て「止めても問題にならないと思ったから」と挙げている。

J-CHS基準の改善は、「握力低下」：0例、「歩行速度」：

5例、「身体活動」：3例にみられ、歩行速度が改善した5例

飲み忘れなし
14例

1回/週飲み忘れる
6例

2回/週飲み忘れる
6例

図1　服薬状況

朝
5例（46%）

昼
2例（18%）

夕
2例（18%）

夜
2例（18%）

図2　飲み忘れ時間帯

体調・症状 （件）

食欲不振 19

易疲労感 22

手足の冷え � 6

寝汗 � 1

その他 42

（内訳） 風邪をひかなくなった 14

眠れるようになった � 6

体調が良くなった 10

周りから若くなったと言われた � 1

洗髪時の脱毛が減った � 1

夜中に起きても眠れるようになった � 7

夜中に起きる回数が減った � 1

口内炎ができにくくなった � 1

下肢のしびれ、痛みが良くなった � 1

表2　�体調・症状の改善内容

NYTに関する考え （件）

ぜひ飲み続けたい � 8

飲むことに抵抗はない 14

出来れば飲みたくない � 4

今すぐにでもやめたい � 0

飲んだ時の感じ （件）

非常に飲みやすかった � 0

飲みやすかった � 3

普通 � 9

飲みにくかった 13

非常に飲みにくかった � 1

（理由） 粉っぽくてむせてしまう � 6

入れ歯にはさまる � 1

1回の飲む量が多い � 0

味がまずい 10

その他 � 4

（内訳） 「粉が口に残る」 � 3

「溶かすとかえって飲みにくい」 � 1

表3　�人参養栄湯に関する考え・飲んだ時の感じ
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中3例では手術を受けており、2例が人工股関節置換術後、

他の1例が人工膝関節置換術後であった。さらに、3例中 

2例では身体活動も改善されていた。手術症例6例中NYT

処方以前にJ-CHS基準を確認していた他の2例では、歩行

速度、身体能力の改善はないものの悪化を認めなかった。

悪化項目は、「握力低下」：2例、「歩行速度」：1例、「身体

活動」：0例であり、歩行速度が悪化した1例では、買い物

からの帰りに2kg以上のものを持って帰らないようにして

いると述べていた。不変項目は、「握力低下」：9例、「歩

行速度」：3例、「身体活動」：4例であった。

考　察

今回の調査対象の69.2%が、受診動機となった整形外

科疾患の改善を認めていることから、原因疾患に対する治

療効果がNYTの長期服用の主たる要因と思われる。しか

しながら原因疾患が悪化したにもかかわらず月1回の外来

受診とNYTの服用を継続している症例も2例あった。その

理由として食欲不振、易疲労感、手足の冷え、体調不良、

不眠感などの改善を挙げており、医療側のきめ細やかな配

慮と諸症状への効果実感により医療者への信頼感が生ま

れ、NYTの継続服用につながったものと推察された。

NYTは12種類の生薬から構成される漢方薬であり、効

能・効果として、病後の体力低下、疲労倦怠、食欲不振、

寝汗、手足の冷え、貧血が挙げられている。今回のアン

ケート調査に参加した症例は全て、効能・効果を遵守し処

方した。その結果、体調や症状に関し、26例全例が良く

なっており、体調や症状の改善効果がNYTの長期服用を

もたらしたものと考えられた。服薬継続理由として、食欲

不振、易疲労感の改善を挙げた症例が多かったが、構成生

薬やNYTそのものの薬理作用による効果が有効であった

ものと考えられる3-7）。

一方、効能・効果以外の改善もみられた。NYTには、

抗疲労、食欲改善作用だけでなく多彩な作用を持つため8-15）、

「風邪をひかなくなった」や「口内炎ができにくくなった」、

「眠れるようになった」等といった症状改善効果がみられ

たと考える。

副作用は、26例中3例にみられたが、いずれも添付文書

に掲載されているものであり、偽アルドステロン症のよう

な重篤な副作用は1例も発現しなかった。NYTの長期服用

には、副作用が発現しないことは無論のこと、たとえ発現

しても症状が軽微であることが必要不可欠であると考える。

今回のアンケートでは、「飲みにくかった」以下が

53.8%であったことから、飲みにくい理由を改善するこ

とが重要であり、アンケート結果にみられるような工夫を

紹介することが一助となるものと思われる。しかしなが

ら、NYTの効果を減弱しかねないような工夫の記載もあ

り、飲みにくさへの正しい対処法を指導することも、効果

の実感、服薬の継続に必要不可欠である。

長く飲み続ける秘訣に関しては、「時間を決めて飲む」が

多く、長期間服用遵守者の特徴であるものと思われた。 

また、症例独自の工夫もあり、NYT処方時には、長期服

用者の工夫を紹介することも服薬継続の一助になるもの

と思われた。

漢方エキス製剤の飲みやすい剤形に関して、ほとんどが

顆粒剤以外の剤形を希望しており、NYT服用継続のため

には剤形に工夫を加えることも考慮すべきと考えられた。

併用薬服薬の有無に関し、飲み忘れが24.0%であり、

自分の判断で服用を止めた症例は8.0%に過ぎず、NYTを

長期服用する方では、自分の判断で勝手に薬の服用を止め

る場合が少ないものと推察された。

買い物時に2kg以上の物を持ち帰らないようにしている

と述べていた1例のみがNYT服用開始時にはなかった歩行

速度の低下をアンケート調査で訴えていたが、他にそのよ

うな症例はなかった。フレイルの存在は生存率を減少させ

る16, 17）ことからフレイル予防は重要な課題である。フレ

イル治療におけるNYTの報告は数多くみられるが18-22）、

今回の調査でも歩行速度の改善が5例、身体活動の改善が

飲み忘れなし
19例

ときどき
5例

2回/週 1例

図3　併用薬の服薬状況
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3例にみられたことから、NYTの服用はフレイル予防に有

効と思われた。一方、術後に歩行速度や身体活動が改善し

た症例があるものの悪化した症例がなかったことから、整

形外科外来受診者に対し痛みや生活レベルを鑑み、手術療

法がフレイル予防の一助になりうるものと思われた。

限　界

症例数が少ないこと、Drop outした症例に対しアン

ケート調査を行っていないため、継続者と非継続者の比較

ができていないこと、J-CHS基準によるフレイルチェック

に関し歩行速度を測定していないこと、体重減少は6ヵ月

間に関することであり、疲労感に関しては「ここ2週間」の

ことであることから、NYTを処方した時期とアンケート

調査以後との比較は困難であることが挙げられた。

利益相反

なし


